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あ
る
が
，
其
の
筋
書
き
の
我
叫
史
に
辿
れ
る
も
の
、
帖
だ
明
か
、
己
は
い
は
れ
な
い
。
否
な
総
じ
て
此
の
種
の
史
歯
に
剛

元
窓
さ
松
浦
職
一
二

（
一
）
隣
國
交
渉
と
松
浦
蕊

松
浦
蕪
が
主
に
我
が
國
の
極
西
部
の
海
島
に
割
搬
し
、
隣
剛
交
渉
の
最
尖
端
に
立
つ
て
ゐ
た
こ
ざ
は
い
ふ
迄
も
な
い

こ
↓
ご
で
あ
る
。
朝
鮮
及
び
支
那
の
史
上
に
蝿
る
倭
冠
の
舞
聖
に
於
て
も
、
松
浦
一
蝋
の
重
要
な
る
役
割
は
自
ら
明
か
で

元
冠
に
附
し
本
誌
前
々
號
に
少
し
く
述
べ
る
所
あ
っ
た
が
、
其
の
後
年
來
心
懸
け
て
ゐ
た
新
史
科
を
見
る
こ
一
こ
を
得

た
か
ら
、
多
少
前
考
を
修
正
す
る
の
意
味
を
兼
ね
、
新
史
演
を
補
充
せ
ん
が
篤
め
に
、
本
考
を
成
し
た
。
直
接
元
冠
に

は
開
係
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
序
の
意
味
で
松
浦
燕
一
般
に
棚
す
る
こ
》
こ
を
も
併
せ
叙
べ
て
お
い
た
。
新
史
料
一
一
）
い

ふ
の
は
縣
立
長
崎
圖
書
館
に
保
笹
さ
れ
て
ゐ
る
五
島
の
背
方
文
悲
で
る
。
同
鯆
長
の
厚
意
に
依
て
自
由
に
研
究
す
る
こ

さ
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
記
し
て
特
に
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

ご
）
隣
国
交
渉
ご
松
浦
撤
（
三
海
上
の
秘
威
（
三
）
即
多
及
其
附
近
の
馨
伽
厭
域
（
四
）
肥
前
要
審
地
の
肋
術
（
五
）
松

浦
無
絲
束
の
動
稚

元
冠
さ
松
浦
薫

Ｉ
ｈ

長
沼
賢
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元
志
さ
松
浦
戦
こ
こ

す
る
確
衝
な
ら
史
料
の
淵
乏
せ
る
報
は
、
寧
ろ
不
思
議
で
あ
る
。
五
島
青
方
氏
の
丈
諜
は
正
し
く
此
の
閲
を
袖
ふ
鮎
に

於
て
も
貴
き
史
料
で
あ
る
。
今
之
れ
に
蝦
て
松
浦
比
の
元
冠
前
後
に
於
け
る
海
外
・
こ
の
交
渉
上
に
見
は
れ
た
禰
動
の
跡

を
老
へ
た
い
・
背
方
氏
は
吉
野
時
代
の
甑
に
は
五
烏
の
内
の
中
遡
島
（
小
値
従
の
南
、
平
戸
島
の
西
方
）
青
方
の
地
頭

－
ご
孵
し
、
（
元
冠
の
頃
は
た
涼
御
家
人
一
こ
聯
す
）
松
祁
一
蛾
に
重
き
を
な
し
た
も
の
、
や
う
で
あ
る
。
中
辿
島
は
鎌
倉

時
代
に
は
小
位
置
島
の
内
に
脇
し
，
浦
部
島
↑
ご
稲
し
た
。
（
背
刀
文
番
）
此
の
烏
の
東
南
岸
に
位
せ
る
白
魚
．
佐
保
附

郷
を
有
し
、
浦
部
島
地
頭
の
代
官
職
を
棚
傳
し
て
ゐ
た
御
家
人
に
、
白
魚
氏
あ
り
、
青
方
氏
も
此
の
地
頭
の
代
官
よ
り

起
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
も
↓
こ
は
白
魚
氏
な
き
一
こ
同
じ
く
宇
野
肘
（
殆
さ
南
北
松
浦
郡
一
側
を
含
む
）
の
す
ゑ
人
、
の

庄
官
の
も
の
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。
本
姓
は
藤
原
氏
で
あ
る
。
白
魚
氏
は
自
ら
五
島
の
南
海
岸
の
交
通
路
に
位
し
、

青
方
氏
は
小
値
賀
と
中
通
島
一
、
〕
の
海
峡
を
辿
る
五
島
の
東
北
海
上
の
交
通
路
を
制
し
‐
↑
こ
も
に
隣
國
一
こ
の
交
通
上
重
要

な
る
地
位
を
占
め
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。

小
他
役
島
の
地
頭
峰
源
藤
二
持
（
平
戸
松
浦
氏
）
に
對
し
・
山
代
源
三
郎
間
が
小
仙
役
島
地
頭
職
に
つ
き
て
箏
諭
を

な
せ
る
こ
今
こ
が
あ
っ
た
。
安
貞
二
年
三
月
十
三
日
附
け
脈
倉
幕
府
下
知
状
を
以
て
同
地
頭
職
を
持
に
安
堵
す
る
こ
↑
こ
を

裁
許
し
た
。
其
の
朕
に
擴
れ
ば
、
小
仙
預
島
地
頭
職
は
是
他
（
姓
不
明
）
の
所
有
で
あ
っ
た
が
、
是
包
は
厨
《
小
値
賀

島
を
含
む
）
の
領
家
の
勘
常
を
受
け
た
。
時
に
御
肘
の
執
行
（
庄
官
の
特
種
名
）
源
直
は
是
包
の
姪
を
妻
と
し
て
ゐ

た
。
そ
の
他
に
如
何
な
る
事
措
が
あ
っ
た
か
素
よ
り
不
明
で
あ
る
が
、
是
包
は
厨
内
小
値
賀
島
の
辨
濟
使
（
庄
官
の
特

別
名
な
ら
ん
）
に
袖
任
せ
ら
れ
、
厨
の
菰
所
か
ら
下
文
を
鵬
は
っ
た
云
々
・
今
持
一
ご
固
こ
が
盤
方
同
島
の
所
伽
椛
を
棚

４
Ｉ
１
ｒ
Ｆ



9

傳
し
た
一
こ
い
ふ
順
序
を
假
り
に
左
の
系
闘
を
作
り
、
そ
れ
に
磯
て
示
き
う
。
番
號
は
所
領
樅
相
承
の
次
第
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

だ
不
常
で
あ
っ
て
、
三
子
女
の
常
島
髄
有
椛
は
三
子
女
が
逵
れ
ぞ
三
子
の
前
夫
直
の
滋
子
剛
に
識
典
し
、
閲
が
之
れ
を

子
息
固
に
談
つ
た
も
の
で
あ
る
云
々
・
其
諦
一
こ
し
て
川
か
ら
塊
川
し
た
三
子
女
の
森
永
二
年
三
月
汁
二
日
の
誕
状
な
る

元
冠
さ
松
浦
無
二
三

今
其
の
双
方
の
理
由
を
こ
ゞ
に
吟
味
す
る
必
饗
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
ぎ
）
の
事
件
に
閥
聯
し
た
こ
一
こ
で
、
特
別
の

史
料
と
し
て
取
扱
は
う
と
す
る
こ
一
こ
は
、
連
と
閲
と
は
義
叫
の
兄
弟
で
あ
り
、
且
つ
連
の
父
は
支
那
人
で
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
今
則
ち
固
の
主
張
す
る
所
を
紹
介
す
れ
ば
、
是
包
の
姪
に
し
て
直
の
妻
な
る
清
原
三
子
女
は
園
を
生
ん
だ
。

（
固
は
閲
の
嫡
男
で
あ
る
）
・
是
包
が
髄
家
を
勘
常
せ
ら
れ
た
時
、
三
子
女
が
小
他
愛
を
領
有
し
て
居
り
、
燕
府
は
下

知
し
て
そ
の
所
価
椛
を
そ
の
夫
た
る
直
一
Ｌ
鵬
は
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
直
は
三
子
女
を
離
別
し
て
の
ち
、
卒
戸
の
宋

人
蘇
船
頭
の
從
家
を
祁
具
し
、
蘇
船
頭
の
子
連
を
以
て
直
の
子
息
一
こ
稚
し
て
、
烏
の
傾
有
椛
を
連
に
談
つ
た
の
は
、
甚

一
剛
一
’
’
１
是
包

１１

１
○
ｌ
尋
姥
ｌ
遡
澄

則
ち
持
は
尋
兇
反
直
の
雨
方
か
ら
相
傳
し
た
一
一
一
孵
し
、
固
は
次
の
如
く
主
張
し
て
ゐ
る
。

（
一
二
）

｜
ｍ
－
ｌ
寧
見
ｌ
持く うｌｌ ｌ

ｌ
連

画

直(1）

(2)

閲
Ｉ
間
(3)
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一

、

元
冠
さ
松
浦
蕪
二
四

も
の
雲
文
而
は

誕
與
、
小
値
侭
鴫
地
頭
職
稲
、
右
三
子
可
令
知
行
鴫
也
、
其
故
将
是
包
好
狼
籍
致
民
煙
，
依
移
高
腿
舳
、
仁
半
二

年
蒙
御
鋤
岱
・
解
却
之
刻
、
三
子
爲
領
主
之
Ⅲ
、
依
夫
妻
直
給
御
下
女
、
知
行
之
庭
、
離
別
三
子
之
後
、
相
具
平

戸
蘇
船
頭
後
家
間
、
以
彼
宋
人
子
息
十
郎
迩
榊
直
子
息
・
誕
與
之
條
・
無
共
甜
、
乍
世
蛮
子
、
何
可
謎
繼
子
哉
、

例
誕
與
六
郎
圃
早
云
々

一
ご
見
え
、
之
れ
に
對
し
幕
府
の
裁
許
状
に
は
「
如
状
者
、
夫
直
令
知
行
之
鹿
．
前
妻
三
子
、
以
不
知
行
之
斫
‘
誕
息
男

圃
之
由
、
所
見
也
」
と
あ
っ
て
、
右
の
固
の
主
張
を
承
認
し
て
ゐ
な
い
。
吾
人
は
今
前
に
も
述
べ
た
通
り
、
知
行
相
傳

の
正
否
を
間
は
う
一
ご
い
ふ
の
で
は
な
い
。
こ
・
に
史
料
と
し
た
の
は
連
の
素
姓
に
脚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
連
の

素
姓
が
固
の
主
張
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
か
一
こ
思
は
れ
る
の
は
、
之
れ
仁
對
し
て
持
の
否
定
論
が
見
え
て
ゐ
な
い
か
ら

で
あ
る
。

楢
ほ
又
こ
、
に
併
せ
て
味
ふ
く
き
こ
｝
こ
は
、
是
包
の
勘
當
は
高
腿
船
を
移
す
こ
と
ゞ
し
依
る
－
ご
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
叉

裁
許
状
に
引
用
せ
る
小
値
賀
島
住
人
等
が
元
久
年
中
一
Ｌ
、
太
宰
少
載
黄
能
に
韮
じ
た
言
上
状
に
も
、
同
様
の
事
が
見
え

て
ゐ
る
。
其
の
文
に
、

當
鴫
事
、
是
包
知
行
之
間
、
是
包
移
取
高
腿
船
之
故
、
依
共
科
被
没
官
之
、
御
厨
執
行
源
四
郎
大
夫
直
賜
辨
濟

使
、
知
行
十
三
年
、
其
後
是
包
逢
袖
虚
‘
平
家
御
時
（
平
氏
の
太
宰
府
擴
割
常
時
か
）
直
叉
給
御
下
女
、
知
行
之

○
Ｏ
・

刻
於
平
戸
被
打
殺
害
畢



と
あ
る
。
是
包
は
平
氏
｝
Ｌ
依
っ
て
一
た
び
失
へ
る
所
を
恢
復
せ
る
も
、
再
び
直
に
奪
は
れ
、
平
戸
に
於
て
殺
害
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
島
に
於
け
る
源
平
興
亡
の
騒
擾
を
目
撃
す
る
の
感
が
あ
る
。

嘉
元
三
年
三
月
日
附
け
小
値
攪
浦
部
地
頭
峰
源
貞
が
地
頭
代
青
方
藤
原
弘
高
と
の
所
領
に
對
す
ら
論
争
の
時
の
陳
言

状
に
、
弘
高
の
兄
前
地
頭
代
能
高
に
對
し
、
宰
府
守
護
所
の
催
促
状
一
・
一
通
あ
？
。
こ
と
を
あ
げ
、
其
の
内
の
一
通
は
「
高

腿
の
事
に
依
る
」
も
の
一
ご
あ
る
。
今
其
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
出
來
な
い
け
れ
一
ど
も
、
又
高
腿
に
催
入
せ
る
か
、
高
雌

船
を
掠
奪
せ
る
に
て
も
あ
る
べ
き
か
ゞ
ご
想
像
せ
ら
れ
る
。
次
に
又
左
の
如
き
文
書
の
断
簡
が
あ
る
。

高
橋
國
平
在
諦
高
橋
則
貞
在
ｚ
高
橋
幽
繩
在
刊
舟
治
助
近
在
之
高
椋
忠
重
在
之
宮
原
貞
弘
在
之
大
中
臣
高
光
在
之

田
隈
賀
吉
在
之
高
橋
則
房
狂
之
舟
治
貨
光
在
之
牢
亜
光
准
之
卒
宗
弘
在
之
藤
井
守
正
在
之
藤
井
車
光
一
地
之
伴
守

高
橋
國
平
在
諦
高
橘

田
隈
賀
吉
譽
高
橘

高
腿
國
牒
使
辮
牒
状
、
七
年
九
月
之
比
、
全
到
着
之
間
、
披
見
状
之
腱
、
七
年
二
月
廿
三
日
、
日
本
國
船
堂
艘
、

無
故
襲
渡
彼
國
、
年
貢
米
百
二
十
三
石
、
細
布
四
十
三
反
、
捜
取
之
賊
徒
可
被
（
前
後
竣
闘
）

年
月
日
、
差
出
人
、
宛
名
等
が
失
は
れ
、
文
菩
の
性
鷺
も
分
明
で
な
い
。
其
の
前
段
の
多
人
数
の
連
署
名
は
、
次
の

文
書
と
洲
聯
せ
↓
ｏ
も
の
か
否
か
も
不
明
で
あ
る
。
戎
は
後
段
文
帯
の
内
容
の
如
き
事
件
、
則
ち
青
方
か
白
魚
の
徒
か
、

商
腿
に
乱
入
し
て
侵
掠
せ
ろ
事
件
に
棚
係
し
た
人
々
の
交
名
で
は
な
か
ら
う
か
。
則
ち
悪
黛
さ
も
の
交
名
で
は
な
か
ら

う
か
。
杵
迦
の
交
名
帳
な
ら
ば
交
名
一
々
に
つ
い
て
花
押
の
あ
る
の
が
解
し
難
い
。
何
れ
に
し
て
も
惟
遇
戸
』
州
係
し
た

も
の
で
あ
ら
う
。
さ
き
に
も
述
べ
た
如
く
、
李
氏
の
刺
鮮
時
代
凡
↓
三
一
百
年
川
に
於
け
る
我
が
剛
側
の
倭
港
史
料
す
ら

元
潅
さ
松
浦
鯉
二
五

光
在
之
宗
形
吉
光
醤

ｒ
Ｏ
・
Ｌ
ｈ
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元
冠
さ
松
浦
鯉
二
六

殆
ん
↑
ご
皆
無
こ
い
ふ
べ
き
ｋ
高
腿
時
代
に
於
け
る
此
の
諏
史
料
一
Ｌ
至
て
は
誠
に
量
重
の
史
料
一
こ
せ
・
ざ
る
を
得
な
い
。

吾
妻
鏡
貞
永
元
年
岡
九
月
十
七
Ｈ
の
條
に
、
「
鏡
此
住
人
、
渡
高
腿
，
企
槌
肘
、
盗
収
多
珍
斑
、
蹄
柳
之
川
、
守
護

人
爲
尋
問
子
細
、
欲
徴
収
犯
科
人
之
虚
、
預
所
榊
不
可
交
守
護
沙
汰
之
山
，
張
行
之
旨
‐
就
注
申
、
今
日
有
沙
汰
、
預

所
非
可
抑
留
，
任
交
名
、
早
可
召
渡
守
謹
腓
、
乘
船
井
賊
物
事
、
同
可
令
沙
汰
と
曲
、
被
仰
穂
岐
左
術
門
入
遁
云
々
」

壱
ご
見
え
て
ゐ
る
の
は
、
吾
妻
鏡
に
見
ゅ
る
屈
指
の
捌
係
史
料
で
あ
っ
て
、
彼
此
對
照
す
る
に
何
れ
も
松
揃
捌
係
の
こ
こ

た
る
に
於
て
一
致
し
て
ゐ
る
。
預
朋
↑
こ
あ
ろ
は
松
油
圧
の
預
所
で
、
松
浦
庄
は
雄
勝
光
院
価
で
あ
る
。
（
東
寺
文
諜
）

松
浦
庄
は
上
松
浦
郡
地
方
、
即
ち
今
の
東
西
雨
松
油
郡
地
方
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
吾
妻
鏡
寛
兀
三
年
十
二
月
廿
五

日
の
條
に
、
．
「
松
浦
執
行
源
授
被
召
雛
其
身
、
上
野
入
道
日
阿
、
町
預
守
護
也
、
是
與
侮
田
三
郎
源
馴
．
就
肥
前
國
松

浦
圧
西
郷
内
佐
里
村
、
壷
岐
泊
牛
牧
等
相
諭
夏
‘
授
非
擬
之
餘
、
以
馴
令
悪
口
問
註
奉
行
人
越
前
兵
庫
助
政
宗
之
由
、

構
申
無
費
之
間
、
被
尋
識
人
と
虚
，
大
田
太
郎
兵
術
尉
座
宗
、
志
村
八
郎
入
道
寂
岡
進
誓
文
、
不
令
悪
口
政
宗
之
由

也
、
価
於
馴
髄
所
者
、
任
枇
知
行
不
可
有
相
違
之
旨
、
被
仰
出
云
々
、
中
山
城
前
司
朧
時
奉
行
之
」
↑
ご
あ
り
、
授
一
ご
剛

と
箏
諭
せ
る
松
浦
庄
佐
理
は
、
今
の
東
松
浦
郡
相
知
村
宇
佐
里
で
あ
ら
う
。
而
し
て
授
、
馴
等
は
此
の
松
浦
庄
の
預
所

の
一
熊
で
あ
ら
う
。
前
に
述
べ
た
下
松
浦
郡
（
南
北
雨
郡
）
の
松
油
直
も
御
肘
の
執
行
一
ご
秘
し
て
ゐ
る
。
（
青
方
文

書
）
然
ら
ば
倭
冠
鏡
山
祗
住
人
某
は
、
地
名
辞
書
に
住
人
は
祉
人
ま
た
は
抑
人
の
誤
り
か
↓
ご
あ
り
、
中
世
草
野
氏
祗
人

た
り
一
ご
あ
れ
ば
、
或
は
草
野
氏
の
族
に
し
て
倭
冠
せ
る
も
の
と
も
解
せ
ら
れ
な
い
こ
・
こ
も
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
莊
園

の
司
一
こ
し
て
守
護
不
入
を
主
張
す
る
所
よ
り
考
ふ
る
に
、
或
は
上
松
浦
黛
の
所
行
で
あ
る
ま
い
な
こ
主
張
し
た
い
・
若

Ｌ
Ｆ
Ｂ
Ｂ
Ｆ
４
ａ
１
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｊ
０
１
ｉ
且
１
ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ



し
果
し
て
然
ら
ば
此
れ
は
上
松
浦
黛
、
彼
は
下
松
浦
黛
の
渡
韓
の
倭
遥
記
事
一
こ
し
て
稀
有
な
る
史
料
た
る
こ
一
こ
を
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
尊
し
か
も
青
方
文
書
の
史
質
は
、
彼
れ
に
比
し
て
倭
遥
の
内
容
を
頗
る
且
鴨
的
に
示
し
、
或
は
開
係

者
の
交
名
を
知
る
に
至
っ
て
は
、
更
ら
に
貴
亜
な
史
迩
で
あ
る
一
こ
い
は
ざ
る
を
得
な
い
・
青
方
文
書
に
叉
次
の
如
き
一

通
あ
り
、

此
の
文
悲
は
九
州
探
胆
上
総
介
北
條
賞
政
の
敬
緤
に
添
へ
ら
れ
肩
肥
前
守
護
代
（
？
）
の
施
行
状
で
あ
ら
う
か
。

内
容
は
府
船
に
菰
載
せ
る
幕
府
の
所
有
物
仙
勿
背
方
氏
の
部
下
か
、
叉
は
髄
民
か
が
‐
掠
奪
し
た
る
も
の
で
あ
ら
う

か
。
探
題
が
藤
四
郎
入
道
忍
悪
な
ろ
も
の
（
使
者
か
）
を
し
て
、
志
佐
、
奈
留
胴
氏
に
懸
け
（
意
味
不
明
）
日
限
を
附

し
て
始
末
す
べ
き
こ
↓
こ
を
命
じ
た
る
も
、
者
方
氏
が
服
命
し
な
か
っ
た
も
の
・
や
う
で
あ
る
。
屑
舳
の
恵
は
渡
府
船
の

意
で
あ
ら
う
か
。
〔
新
編
追
加
正
安
二
年
七
月
十
日
、
上
總
前
司
（
北
條
賢
政
）
に
宛
て
し
開
東
御
敢
審
に
．
御
分

今
月
十
二
日
上
總
介
股
亜
御
救
番
、
同
十
八
日
到
來
僻
、
藤
太
郎
入
迩
忽
悪
店
舳
漂
制
時
、
關
來
方
之
御
物
事
相

（
虫
咬
）

懸
志
佐
小
二
郎
肌
，
奈
留
兵
術
二
郎
入
遊
迩
佛
己
下
兼
、
可
被
沙
汰
口
巾
、
差
日
眼
相
随
之
腱
、
子
今
無
其
儀
云

々
、
徒
緩
怠
也
、
所
詮
今
月
中
可
被
沙
汰
渡
御
使
方
也
、
更
々
不
可
避
引
之
俵
、
価
執
逹
如
件
云
交
蒋
、
任
被
仰

下
之
旨
、
以
今
月
中
、
可
被
糺
逹
彼
御
物
等
於
御
使
方
候
、
価
執
達
如
件
・

永
仁
六
年
八
月
十
八
日
對
馬
守
（
花
押
）
．

（
苛
）相
伽
方
四
郎
‐
殿

元
窟
さ
松
浦
職

１
１
１
１

前
豊
前
守
（
花
押
）

七
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元
冠
さ
松
浦
雛
二
八

庸
舳
事
、
可
彼
御
教
諜
、
於
宰
府
自
今
以
後
可
被
停
止
之
」
｜
こ
あ
り
、
之
よ
り
先
、
吾
妻
鏡
建
長
六
年
四
月
廿
七
日
の

條
に
、
同
廿
九
日
附
け
筑
前
司
、
及
び
太
田
民
部
大
夫
に
宛
て
し
幕
府
の
下
知
に
「
縢
船
之
事
有
沙
汰
、
被
定
其
員

数
、
即
今
日
被
施
行
之
、
応
舳
者
五
艘
の
外
不
可
澄
之
、
速
可
令
破
却
」
｜
ご
兇
ゆ
〕
渡
鵬
船
が
蹄
朝
の
途
、
五
島
に
深

利
し
た
る
を
、
背
方
の
一
蹴
が
之
れ
を
妨
げ
た
も
の
、
や
う
で
あ
る
。
松
浦
蕪
か
隣
幽
こ
の
交
渉
上
に
於
け
る
活
動
の

跡
を
、
僅
か
で
は
あ
る
が
、
上
記
の
如
く
新
事
件
を
知
る
こ
と
を
得
た
。
鱒
じ
て
九
州
の
北
部
よ
り
西
北
の
海
上
に
於

け
る
其
の
岡
内
的
活
動
の
歴
史
に
於
い
て
も
、
興
味
深
い
史
資
が
語
ら
れ
る
。

（
二
）
海
上
の
脅
威

松
浦
黛
の
九
州
西
北
海
上
に
於
け
る
脅
威
的
勢
力
に
至
っ
て
は
、
想
像
す
る
に
餘
ｂ
あ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
其

の
具
鰕
的
個
々
の
史
實
に
至
っ
て
は
、
一
々
興
趣
な
き
能
は
ざ
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
一
向
そ
れ
を
詳
か
に
す

る
こ
一
こ
が
出
來
な
い
の
を
遺
憾
一
こ
し
た
。
今
青
方
文
書
に
就
い
て
、
其
の
一
二
を
紹
介
す
る
こ
さ
が
出
來
る
の
を
愉
快

さ
す
る
。
同
文
書
中
次
の
如
き
訴
状
あ
り
、
訴
人
秋
丸
恒
安
の
住
地
河
棚
は
、
大
村
湖
東
岸
の
河
棚
で
は
な
か
ら
う

か
、
恒
安
は
船
頭
で
あ
っ
て
、
秋
丸
一
ご
稲
す
る
の
は
船
名
を
冠
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
共
に
無
賃
の
罪
を
負

っ
た
島
二
郎
も
同
船
の
乘
員
で
あ
ら
う
か
－
ご
恩
ふ
。
噸
田
大
貰
殿
｜
こ
あ
る
は
今
考
へ
及
ば
な
い
。
河
棚
地
方
の
商
人
で

で
も
あ
ら
う
か
。

河
棚
住
人
秋
丸
恒
安
畏
言
上（
虫
心
蛎
下
力
）
（
虫
椰
力
）

欲
早
任
申
状
旨
不
日
被
□
□
、
満
廉
御
使
於
五
島
西
浦
部
内
青
方
四
郎
殿
許
‐
被
召
上
山
賊
人
彌
五
郎
丼
五
口
、

’



ｰ

以
上
の
棚
係
文
書
が
此
外
に
三
一
通
あ
る
。
訴
状
の
内
容
は
大
賀
殿
の
下
人
が
商
船
を
用
意
し
て
五
島
浦
部
島
に
到

り
、
同
島
の
内
有
河
か
ら
青
方
に
越
え
ん
と
し
て
、
青
方
氏
の
部
下
に
殺
さ
れ
、
恒
安
及
島
二
郎
が
其
の
嫌
疑
を
受
け

て
大
貫
殿
に
召
捕
へ
ら
れ
た
が
、
保
誰
金
を
出
し
て
放
た
れ
、
其
の
後
恒
安
は
丘
犯
人
を
捜
し
、
漸
く
犯
人
の
所
在
を

突
留
め
て
青
方
氏
の
部
下
な
る
こ
一
こ
を
知
り
、
其
犯
人
の
召
抽
方
及
び
虚
分
を
訴
へ
た
の
が
此
の
文
書
で
あ
る
。
而
し

て
青
方
氏
が
容
易
に
犯
人
を
引
渡
さ
な
い
様
子
が
窺
は
れ
る
。

叉
同
文
番
の
中
に
見
ゆ
る
藤
元
三
年
六
月
日
附
け
、
鶚
源
貞
の
訴
状
及
び
下
手
人
井
莱
捕
物
の
注
進
状
に
蝦
れ
ば
、

青
方
一
族
が
奈
留
太
郎
四
郎
、
那
嘩
藤
五
入
道
、
得
光
入
遁
等
一
こ
、
貞
の
所
倣
を
襲
ひ
、
米
，
蝿
‐
布
吊
、
銭
、
其
外

衣
服
及
び
武
具
類
を
奪
っ
た
。
こ
』
に
注
意
す
べ
き
こ
一
こ
は
、
此
の
時
肥
後
剛
宇
土
に
杜
か
ん
・
こ
し
て
來
合
は
せ
て
ゐ

た
「
相
模
守
殿
の
御
梶
取
」
右
術
門
三
郎
重
激
の
所
持
せ
る
蝋
六
拾
石
も
亦
奪
は
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
五
烏
浦
部
島
は

元
冠
さ
松
浦
潔
二
九

三
郎
被
虚
重
科
子
細
事

（
虫
、
以
力
）
（
虫
）

件
條
先
年
之
比
、
蝋
田
大
貫
殿
下
人
叉
五
郎
等
、
爲
寅
買
口
下
向
五
鴫
、
自
有
河
罷
越
青
方
之
口
於
青
方
之
山
口
、

爲
山
賊
被
殺
害
・
被
捜
糺
所
持
物
畢
，
而
恒
安
井
鴫
二
郎
等
爲
所
行
之
州
、
被
申
付
不
質
之
間
、
無
是
非
被
召
取
大

貫
殿
之
間
、
不
及
力
、
而
辨
身
替
、
於
大
貫
殿
罷
出
畢
、
価
山
賊
人
等
方
々
相
尋
之
虚
、
差
遣
青
方
四
郎
殿
下
人
彌

五
郎
丼
五
郎
三
郎
等
令
企
山
賊
之
條
，
誰
搬
分
明
也
、
將
又
青
方
四
郎
承
伏
之
上
旨
、
被
差
下
清
廉
御
使
於
青
方
四

郎
殿
許
、
被
召
上
下
手
人
等
、
爲
被
行
重
科
、
恐
々
言
上
如
件

正
應
四
年
六
月
日

’
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（
マ
、
）

右
奴
原
宥
爲
氏
女
相
傳
之
腿
、
拘
腓
高
繼
之
間
、
可
糺
返
之
旨
、
雌
申
付
、
雨
腱
御
奉
書
、
毎
無
音
之
條
、
無
理
至

顯
然
也
、
所
詮
任
定
法
、
仰
使
節
被
召
上
高
繼
、
任
溌
文
道
理
、
偲
召
渡
彼
等
、
重
言
上
如
件

元
亨
五
年
正
月
日

此
の
文
書
の
開
係
文
諜
が
、
他
に
五
迦
あ
る
。
源
氏
女
は
素
性
明
ら
か
で
な
い
が
、
い
づ
れ
博
多
の
商
家
の
も
の
で

あ
ら
う
か
。
人
物
四
人
の
内
、
乙
久
曾
、
叉
偲
は
女
性
ら
し
く
、
他
は
如
何
が
か
一
こ
思
は
れ
る
が
、
或
は
源
氏
女
の
相

傳
の
奴
卿
で
な
か
ら
う
か
、
そ
し
て
青
方
氏
が
之
れ
拳
ぞ
拘
措
く
と
あ
ろ
は
仰
多
遜
で
渡
ひ
捕
っ
て
拘
禁
し
て
ゐ
る
の
で

は
な
か
ら
う
か
、
右
の
文
而
で
は
買
得
叉
は
質
に
取
っ
た
も
の
で
も
な
い
や
う
に
思
ふ
。
そ
し
て
幕
府
の
解
放
命
令
に

對
し
て
も
、
青
方
氏
は
容
易
に
從
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
上
記
の
数
々
の
事
件
は
松
浦
難
の
他
に
對
す
る
海
上
の
脅
威

を
察
せ
し
む
る
に
十
分
で
あ
る
。

（
三
）
博
多
及
び
其
附
近
の
警
固
匡
域

元
遥
さ
松
浦
職
二
一
○

九
州
西
北
海
上
の
沿
岸
航
路
に
は
常
っ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
重
教
の
在
島
は
漂
着
↑
，
Ｌ
あ
ら
さ
れ
ば
、
特
別
の
商

用
か
、
運
送
用
の
た
め
に
、
佐
保
、
白
魚
地
方
に
寄
航
し
た
の
で
あ
ら
う
。
久
同
文
書
中
に
次
の
如
き
訴
状
が
あ
る
。

筑
前
國
博
多
住
人
藤
原
氏
女
重
言
上

肥
前
國
青
方
八
郎
高
繼
雌
申
付
．
雨
度
御
奉
書
無
言
上
村
、
欲
蒙
御
成
敗
、
所
從
乙
久
曾
、
比
賀
久
曾
、
米
房
、

叉
侮
等
四
人
事

副
進
二
通
御
奉
書
案

1

グ



相
田
二
郎
氏
は
「
異
則
弊
固
恭
役
の
研
究
」
（
朧
史
地
理
五
十
八
ノ
こ
に
於
て
、
九
州
の
幽
々
が
樵
常
し
た
博
多

及
び
其
の
附
近
の
弊
固
随
域
を
考
察
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
難
ら
椰
多
弊
固
番
役
の
修
了
識
｝
こ
も
い
ふ
べ
き
番
下
（
氏
は

之
を
遜
勘
状
↓
『
｝
稲
す
）
に
蝦
つ
た
の
で
あ
る
。
共
の
結
論
に
、
筑
前
関
は
筑
前
博
多
、
肥
前
國
は
峨
初
椰
多
、
後
に
筑

前
の
姪
演
．
大
隅
図
は
筑
前
の
今
津
後
演
、
日
向
も
筑
前
の
今
津
捷
演
、
薩
摩
関
は
筑
前
の
侭
崎
》
や
馨
固
す
一
こ
推
定
さ

れ
、
且
つ
他
の
豊
前
、
豊
後
、
筑
後
、
肥
後
、
の
四
簡
叫
の
場
所
も
‘
大
僻
右
の
如
き
場
所
の
中
に
樅
定
さ
れ
一
Ｃ
の
で

は
な
か
ら
う
か
｝
こ
主
張
し
て
ゐ
ら
れ
る
。
今
こ
“
に
前
記
山
如
き
史
料
を
加
へ
て
、
右
の
考
に
州
聯
す
る
慰
考
を
述
べ

て
見
た
い
。
予
左
の
如
き
文
番
を
所
有
し
て
ゐ
る
。

う
や
ま
て
申
上
候
、
さ
わ
ら
の
こ
は
り
、
い
き
の
ま
つ
は
ら
‐
く
ま
の
ゞ
樅
現
を
い
わ
い
ま
い
ら
せ
候
く
わ
ん
の

事
（
中
略
）
こ
の
や
う
を
く
わ
ん
一
こ
う
に
叩
上
候
へ
ば
此
の
唯
の
し
ゆ
ご
‐
な
か
さ
音
殿
に
仰
く
だ
さ
れ
、
い
き

の
ま
つ
は
ら
に
や
し
ろ
つ
く
い
ま
い
ら
せ
ら
る
、
さ
て
御
む
く
十
二
た
い
、
を
な
し
き
御
し
ゆ
ふ
た
い
十
二
た
い
、

く
ま
の
よ
り
く
た
し
、
ま
い
ら
せ
ら
る
、
日
本
側
そ
く
さ
い
ゑ
ん
め
い
御
い
の
ｈ
叩
上
候
、
此
御
、
一
も
に
は
、

元
冠
さ
松
湘
鯉
二
二

分
に
就
い
て
考
へ
た
い
。

元
潅
前
後
に
於
け
る
内
外
の
海
上
交
沌
史
よ
り
見
た
上
記
の
如
き
事
変
は
、
松
浦
黛
の
文
永
弘
安
の
雨
役
の
活
動

を
、
從
來
よ
り
以
上
に
了
解
せ
し
む
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
青
方
文
書
の
中
に
は
、
元
遥
に
閥
す

る
松
浦
燕
の
活
動
ぞ
穣
極
的
に
語
る
史
料
が
紗
く
な
い
。
そ
し
て
同
役
に
於
け
る
從
來
祇
分
明
↑
こ
せ
ら
れ
た
重
要
事
件

の
不
雰
を
解
く
こ
・
こ
も
紗
少
で
な
い
。
今
回
文
書
及
び
他
の
新
史
料
及
び
其
の
他
の
史
料
等
に
蝦
り
、
博
多
番
役
の
厘

I

卯
》

’



I

○
○

あ
り
．
同
方
面
に
船
を
ま
は
し
た
稀
に
「
た
く
ま
の
別
常
次
郎
時
ひ
で
、
大
野
小
次
郎
く
に
た
か
」
其
の
外
一
こ
同
繪
詞

に
見
え
て
ゐ
る
大
野
氏
は
豊
後
締
方
氏
一
族
蜜
俊
大
野
の
豪
族
で
あ
ら
う
、
ひ
た
氏
は
日
田
氏
な
る
べ
く
、
同
じ
く

、

○
Ｏ
○

豐
後
の
豪
族
で
あ
ら
う
。
而
し
て
季
長
の
船
は
之
れ
等
の
人
々
を
載
せ
て
、
堆
松
腺
を
發
船
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
以

元
志
さ
松
浦
職
一
二
二

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

ひ
ご
の
く
に
の
御
家
人
、
い
く
さ
し
や
う
そ
く
に
て
い
は
い
す
ゑ
ま
い
ら
せ
候
生
松
原
十
二
所
椛
現
御
立
文

永
仁
元
年
壬
辰
八
月
十
五
日
他
寅
坊

此
の
文
書
の
川
僻
き
に
「
案
ｘ
」
｜
こ
あ
り
、
唯
松
原
山
熊
野
抑
耐
建
立
の
願
丈
の
案
文
で
は
あ
る
が
、
淵
時
の
も
の

で
あ
る
こ
一
、
）
は
、
諜
慨
、
川
紙
等
か
ら
考
へ
て
ま
づ
川
述
ひ
は
め
る
ま
い
。
こ
ゞ
に
注
意
す
べ
き
は
、
同
祁
棚
講
鎮
座

の
祭
り
に
、
肥
後
剛
の
御
家
人
が
特
に
軍
装
し
て
参
列
し
て
ゐ
る
こ
一
こ
で
あ
る
。
永
仁
一
こ
い
へ
ば
弘
安
以
後
、
蒙
古
の

報
復
連
動
に
對
す
ら
諜
想
山
盛
ん
な
時
代
で
、
其
の
反
影
ゞ
こ
も
見
る
べ
き
史
魔
が
紗
く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
熊
野
棚

請
も
其
山
一
つ
で
あ
る
。
他
変
坊
↑
こ
は
如
何
な
る
人
か
、
い
づ
れ
修
嶮
道
の
行
者
、
熊
野
の
先
逹
で
』
も
あ
っ
た
か
一
一
〕

思
は
れ
る
。
勿
論
時
↑
，
こ
こ
っ
て
重
き
を
な
し
た
人
物
で
も
あ
る
ま
い
。
し
か
し
熊
野
祁
糊
誌
の
事
は
既
に
幕
府
の
公
許

の
も
『
こ
に
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
祭
半
に
御
家
人
の
参
列
し
た
こ
と
も
、
全
然
私
の
行
動
で
は
な
か
っ

た
一
ご
恩
は
れ
る
。
而
し
て
こ
ゞ
に
、
特
に
肥
後
の
御
家
人
の
み
が
参
列
し
て
ゐ
る
の
は
、
如
何
な
る
わ
け
で
あ
ら
う
か
。

○
○
Ｏ

竹
崎
季
長
の
給
詞
仙
季
長
の
兵
船
が
鵬
烏
合
戦
に
川
發
す
る
縮
の
上
に
「
季
長
が
ひ
や
う
せ
ん
に
、
い
き
の
ま
つ
は

○
Ｏ
Ｏ

ら
よ
り
の
つ
た
る
人
々
、
ひ
た
の
二
郎
ひ
て
た
ゞ
、
を
の
。
大
し
ん
ら
い
せ
う
、
や
い
こ
め
の
五
郎
①
み
や
八
郎
三

郎
‐
渦
七
月
五
日
御
く
り
や
の
か
い
し
ゃ
う
か
つ
せ
ん
し
、
↓
こ
り
の
一
こ
き
仁
を
し
む
か
っ
て
か
つ
せ
ん
を
い
た
す
」
｜
こ

I

･



上
豊
後
の
山
間
部
の
諸
氏
は
船
を
持
つ
べ
き
縁
が
少
な
か
っ
た
か
ら
、
肥
後
の
人
々
の
船
に
乘
つ
た
も
の
で
あ
ら
う

か
。
季
長
が
能
松
原
を
發
船
し
て
ゐ
る
こ
一
こ
を
、
仙
寅
坊
の
願
文
に
参
照
し
て
、
或
は
肥
後
の
人
々
の
響
備
厘
域
は
生

松
原
で
は
な
か
っ
た
か
壱
ご
恩
は
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
肥
後
剛
の
役
所
が
、
同
松
原
に
設
け
ら
れ
、
幽
内
の
御
家
人
等

が
番
役
を
そ
こ
で
勤
め
た
か
言
う
か
は
、
猫
ほ
不
明
で
あ
る
。

豊
後
の
磐
固
地
は
何
虚
で
あ
っ
た
か
、
志
餐
文
蕃
、
白
井
丈
苫
、
野
上
文
襟
、
立
花
家
所
減
大
友
文
諜
等
に
石
築

地
、
馨
固
番
役
に
剛
す
る
も
の
が
な
い
で
は
な
い
が
、
其
の
請
取
の
番
役
地
や
築
地
の
所
在
匠
域
を
知
る
べ
き
も
の
が

見
え
て
ゐ
な
い
。
前
記
竹
崎
季
長
さ
唯
松
原
を
出
陣
し
た
も
の
に
は
、
蝦
後
の
人
々
が
加
は
っ
て
ゐ
る
一
こ
こ
ろ
を
見
る

ざ
、
或
は
生
松
腺
方
面
一
Ｌ
そ
の
一
部
ぐ
ら
ゐ
は
ゐ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

次
に
筑
後
閲
は
博
多
庄
演
で
あ
っ
た
こ
｜
こ
は
次
の
青
方
文
諜
で
明
白
で
あ
る
。

（
疑
）
（
役
力
）

筑
後
剛
役
所
、
仰
毒
庄
演
石
口
地
内
、
友
淌
内
染
段
二
丈
分
所
課
口
不
日
可
被
勤
仕
候
、
価
執
達
如
件

、

弘
安
九
年
八
月
廿
七
日
太
宰
少
式
（
花
押
）

購
野
系
間
に
「
白
石
次
郎
辿
速
、
左
近
將
蜷
．
建
治
二
年
三
月
筑
前
幽
岬
多
冷
泉
津
石
築
地
泄
役
講
収
」
｜
ご
あ
り
、

鍾
幽
要
略
に
「
弘
安
三
年
九
月
十
二
日
少
武
総
寅
在
判
、
牒
日
、
異
閏
弊
間
芯
築
地
、
袖
溌
内
二
丈
五
尺
被
築
終
之
條

は
れ
る
。

友
浦
叉
次
郎
人
遁
股

庄
没
は
今
祁
岡
市
に
庄
、

元
窟
、
ご
松
浦
戦 中

庄
等
あ
り
、
姪
演
・
こ
袖
の
没
、
冷
泉
津
地
方
一
こ
の
間
に
位
す
る
匠
域
で
あ
っ
た
か
と
思

｜
’

一
一
一
一
一
一

’



（
り
ｌ
）

猶
ほ
青
方
一
節
殿
一
こ
あ
て
、
文
水
式
年
七
月
二
日
、
沙
彌
在
刊
青
方
二
郎
殿
↑
こ
あ
て
た
文
書
の
う
つ
し
で
、
本
文
が

全
く
残
閲
し
て
了
っ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
後
緬
書
尉
の
文
書
は
、
以
下
載
す
る
が
如
き
白
魚
氏
宛
て
の
も
の

元
冠
さ
松
一
浦
潔
・
二
一
四

承
畢
、
」
｜
こ
あ
り
、
之
れ
は
肥
前
深
堀
氏
に
棚
す
る
も
の
で
あ
る
こ
《
こ
が
深
堀
系
間
流
文
記
録
に
擦
っ
て
、
知
ら
れ

る
。
白
石
氏
の
事
も
其
の
家
の
文
苫
に
隙
っ
て
録
し
た
も
の
こ
恩
は
れ
る
か
ら
、
信
頼
す
べ
き
記
躯
で
あ
ら
う
。
之
れ

っ
○
○
（
推
力
）

に
腺
て
肥
・
別
の
訴
役
腓
は
博
多
冷
糸
津
、
袖
の
没
方
面
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
叉
伏
敵
緬
に
「
筑
前
幽
○

○
○
○
○

所
椰
多
前
没
石
築
地
破
批
文
事
」
《
こ
い
ふ
文
諜
を
收
め
て
あ
る
。
そ
の
本
文
は
「
今
年
正
月
廿
五
日
御
赦
諜
案
如
斯
、

早
被
仰
下
候
間
、
向
役
脱
、
破
扱
加
作
、
可
被
修
其
功
候
、
例
執
達
如
件
、
正
和
五
年
二
月
十
二
日
少
載
筑
後
守
妙
悪

貞
經
刊
榊
定
祁
地
頭
殿
」
｜
こ
め
る
Ｊ
榊
定
脚
の
興
地
を
知
ら
な
い
が
、
こ
の
文
面
で
筑
前
の
番
役
所
は
博
多
の
内
前
演

９

で
、
袖
演
．
冷
泉
津
あ
た
り
ゞ
、
｜
相
接
し
て
ゐ
た
唾
域
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
ご
恩
は
れ
る
。

次
に
肥
前
閏
は
初
め
（
少
く
一
こ
も
弘
安
八
年
前
）
は
椰
多
の
内
一
仁
番
役
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
（
後
段
肥
前

剛
の
條
参
看
）
が
、
豫
卜
は
娠
潅
を
厘
域
｜
こ
し
て
ゐ
ゐ
こ
一
ご
肥
前
の
諸
家
の
番
役
修
了
の
書
下
に
依
て
明
白
で
あ
る
。

今
青
方
文
書
の
分
を
左
に
示
す
。

椰
多
馨
圃
番
役
三
十
ヶ
日
被
勤
仕
候
詑
，
，
価
之
状
如
件

暦
應
二
、七

月
八
日

○

「

？

正
米
（
花
押
）



ｒ
ト
ト
Ｊ
句
か
。
一
〆
Ｊ
Ｈ
Ｉ
少
ｒ
ｈ
俳
彦

○
。

此
外
弘
安
十
年
六
月
晦
日
附
、
同
月
中
恭
役
勤
仕
の
爲
昨
の
番
下
、
同
年
十
二
月
晦
日
附
同
月
中
、
正
應
元
年
十
月

（
正
力
）

晦
日
附
同
年
十
月
中
、
同
年
十
二
月
晦
日
附
同
月
中
定
宗
、
口
懸
四
年
六
月
附
同
月
中
定
宗
の
番
役
勤
仕
の
書
下
あ

り
、
何
れ
も
白
魚
九
郎
宛
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
識
で
、
箱
崎
か
ら
四
の
方
、
今
津
に
至
る
間
の
、
受
排
等
固
唾
域
は
、
略
ぽ
推
定
さ
れ
や
う
か
。
則
ち
、

箱
崎
島
津
氏
等
薩
腰
の
諸
氏

一
前
溌
筑
前
の
諸
氏

博
多
｛
袖
渡
。
冷
泉
津
（
後
は
不
明
初
め
）
肥
前
の
諸
氏

白
魚
九
郎
殿

で
、
同
性
礎
の
文
件
を
一
紙
に
廟
し
た
も
の
、
や
う
に
も
忠
は
れ
る
。
併
し
弘
安
役
前
岬
多
に
馨
固
番
役
の
あ
っ
た
こ

ぐ
）
は
、
他
の
史
料
に
所
見
が
な
い
や
う
で
あ
る
か
ら
、
此
の
文
書
の
断
簡
の
判
定
に
開
し
て
は
後
日
の
研
究
に
譲
っ
て

お
き
た
い
。
次
に
、

異
國
啓
固
仰
多
番
役
事
、
十
月
十
五
ヶ
日
、
被
勤
仕
了
、
恐
々
謹
言

弘
安
三
年
十
一
月
七
日

白
魚
九
郎
殿

肥
前
剛
役
所
、
姪
演

剛
役
所
、
姪
演
馨
問
番
役
事
、
十
月
分
被
勤
仕
候
丁
、
価
執
達
如
件

弘
安
八
年
十
月
晦
日

元
憲
さ
松
浦
職

五

經
資
在
判

定
時
在
御
判

’



元
謹
》
ご
松
浦
蹴
二
一
六

一
庄
演
筑
後
の
諸
氏

姪
演
（
初
め
不
明
後
は
）
肥
前
の
諸
氏

吃
松
原
豊
後
（
？
）
肥
後
（
？
）
の
諸
氏

今
津
日
附
二
州
の
諸
氏

猫
ほ
九
州
の
内
で
も
、
豊
前
の
削
宛
地
が
、
最
も
不
明
で
あ
る
。
或
は
門
司
の
瀬
戸
弊
間
の
た
め
に
、
博
多
に
出
張

し
な
い
こ
一
こ
を
蝋
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
四
剛
こ
今
こ
に
河
野
氏
の
如
き
も
、
必
ず
一
方
を
守
っ
た
ざ
思
は
れ
る
が
そ

の
腫
域
不
明
で
あ
る
。
而
し
て
此
山
受
排
厘
域
の
中
で
、
肥
前
の
諸
氏
が
初
め
に
も
後
に
も
最
重
要
地
鞁
の
中
を
受
持

つ
ゐ
る
の
は
、
注
意
に
値
す
る
。
姪
演
は
弘
安
役
後
間
も
な
く
探
題
の
在
航
地
と
な
る
所
で
椰
多
の
防
備
上
、
則
ち
宰

府
の
守
り
に
は
至
重
の
喪
害
地
で
あ
る
。
そ
れ
が
肥
前
の
諸
氏
に
割
り
あ
て
ら
れ
た
の
は
、
海
上
交
通
の
便
に
依
る
事

を
得
た
國
堂
の
諸
氏
、
海
上
活
動
に
な
れ
た
同
國
の
諸
豪
に
期
待
さ
れ
る
こ
『
こ
が
、
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て

其
の
期
待
に
對
し
て
、
最
勝
の
有
萱
格
者
は
上
下
松
浦
．
就
中
下
松
浦
一
熊
の
人
々
で
は
な
か
っ
た
ら
う
か
。
青
方
氏

が
邊
島
の
小
御
家
人
一
こ
し
て
、
抑
崎
庄
の
配
分
に
預
っ
て
ゐ
る
（
青
方
女
非
）
の
も
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
も
肥

前
の
豪
族
は
中
央
博
多
の
防
術
一
‐
」
識
し
た
の
み
で
は
な
く
し
て
、
己
が
郷
士
の
要
毒
防
備
の
質
推
も
、
決
し
て
軽
い
も

の
で
は
な
か
っ
た
や
フ
で
あ
る
。
次
章
に
此
の
鮎
を
明
か
に
し
た
い
。

（
四
）
肥
前
要
害
地
の
防
備

本
誌
前
々
號
一
卜
於
て
、
一
兀
遥
の
際
博
多
中
心
、
否
友
太
宰
府
中
心
の
要
害
警
固
の
外
に
，
其
の
襲
繋
を
豫
想
し
得
る



各
地
方
の
防
備
に
就
い
て
も
亦
決
し
て
油
断
が
な
か
っ
た
こ
一
こ
を
述
べ
た
。
相
田
二
郎
氏
は
長
門
の
石
築
地
に
開
し
て

貴
重
な
考
を
發
表
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
（
歴
史
地
理
五
十
四
ノ
ー
）
今
こ
・
に
青
方
文
番
に
握
り
、
肥
前
こ
一
こ
に
五

島
方
面
に
開
す
る
も
の
に
就
い
て
は
、
多
く
の
新
史
料
を
紹
介
し
得
る
こ
、
こ
を
欣
ぶ
も
の
で
あ
一
わ
。
文
永
九
年
卯
月
二

○
○
○
○

十
三
日
太
宰
少
式
景
泰
が
鎭
西
守
護
の
命
を
受
け
て
、
肥
前
筑
前
雨
剛
要
害
馨
固
緩
怠
有
る
べ
か
ら
ざ
る
事
を
野
上
太

郎
に
傳
へ
て
ゐ
る
（
野
上
交
番
）
そ
の
肥
前
要
審
に
棚
す
る
粘
其
慨
的
史
迩
に
就
い
て
は
、
前
々
號
に
は
僅
か
に
記
す

に
止
め
る
こ
一
こ
を
除
義
な
く
さ
れ
た
。
然
る
に
青
方
文
蕃
に
次
の
如
き
多
く
の
文
響
を
發
見
す
る
の
で
あ
る
。

弊
間
要
害
椎
、
舟
俵
釘
以
下
、
所
役
事
□
口
分
限
□
口
被
致
其
沙
汰
候
、
価
執
達
如
件

（
、
の
ｒ
ｏ
）

正
應
二
年
五
月
廿
三
日
維
景
在
判

異
賊
騨
固
甥
審
樅
忍
朧
釘
拾
参
族
井
板
欺
銭
柄
文
、
慥
給
罪
、
恐
々
誰
言

正
應
二
年
九
月
十
七
日

諸
取
肥
前
図
要
害
樅
武
貝
事

楯
登
枚
、
征
矢
四
筋
、
族
五
尺
九
寸

右
五
島
内
青
方
四
郎
分
、
所
請
取
如
件

正
安
三
年
七
月
五
日
（
宛
名
な
し
）

元
志
さ
松
浦
鍵

（
白
）口
魚
九
郎
殿

白
魚
九
郎
殴

I
L q

政
治
（
花
押
）

一
二
七

公
凹
在

判

L



１
１

肥
前
関
要
害
石
築
地
以
下
井
高
難
、
急
速
可
修
固
之
由
、
先
度
催
促
之
虚
、
自
今
其
沙
汰
之
條
、
甚
無
調
、
所
詮

來
月
十
日
以
前
、
可
被
其
功
也
、
更
々
不
可
有
緩
怠
之
儀
候
状
如
件

永
仁
六
年
八
月
一
日
（
宛
名
扱
失
、
但
白
魚
九
郎
宛
な
ら
ん
）
在
御
判

営
か
に

こ
ゞ
に
肥
前
の
要
害
と
め
る
は
、
肥
前
の
地
方
に
存
在
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
ｃ
も
し
地
方
に
多
く
あ
っ
た
も

の
、
地
方
で
な
く
て
も
平
戸
島
に
で
も
あ
っ
た
も
の
｝
こ
す
れ
ば
、
平
戸
松
浦
家
の
丈
諜
等
に
何
か
證
左
が
あ
る
べ
き
で

あ
ら
う
。
恐
ら
く
五
島
方
面
に
あ
っ
た
一
己
思
は
れ
る
が
、
今
其
の
史
賊
地
は
傳
は
ら
な
い
や
う
で
あ
る
。
江
南
軍
の
襲

來
は
か
ね
て
識
期
さ
れ
て
ゐ
た
か
ら
、
五
島
の
要
地
は
相
當
に
防
備
が
加
へ
ら
れ
た
事
を
今
こ
の
文
書
が
物
語
っ
て
ゐ

る
。
同
文
書
の
中
に
、
永
徳
三
年
七
月
十
三
日
の
安
、
重
、
斑
の
三
人
連
署
し
て
西
浦
目
人
々
御
中
と
宛
て
た
押
書
の

○
○
○
○
○

か
き
出
し
一
に
「
宿
浦
α
突
出
の
屋
敷
、
丼
に
そ
の
前
の
や
し
き
以
下
の
事
」
↑
ご
見
え
て
居
り
、
突
出
の
屋
敷
は
埋
立
屋

敷
一
こ
老
へ
る
よ
り
も
、
突
出
し
ハ
ト
に
設
け
ら
れ
た
屋
敷
↑
ご
見
る
方
が
古
い
海
港
地
の
溌
際
か
ら
見
て
穂
常
の
や
う
に

恩
は
れ
る
。
も
し
果
し
て
き
う
一
こ
す
れ
ば
港
舶
池
こ
し
て
の
設
備
も
多
少
あ
っ
た
こ
｝
ご
泥
想
像
し
得
べ
く
．
之
れ
が
防

如
件
肥
前
國
要
害
所
石
築
地
、
凱
杭
、
切
立
、
破
姐
躯
、
任
本
役
來
七
月
中
、
加
修
間
，
可
被
申
殺
勘
候
、
価
執
逹

青
方
四
郎
殿

永
仁
五
年
六
月
廿
二
日

元
潅
さ
松
浦
灘

○

１
１
１
１

、

右
衞
門
尉
爲
尚
（
花
押
）

一

二

八



術
も
必
要
さ
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

石
築
地
に
開
聯
し
た
設
備
の
武
具
の
種
麺
が
此
文
諜
で
詳
か
に
さ
れ
る
事
も
注
怠
す
べ
き
で
あ
る
。
武
雄
祁
吐
文
書

の
中
、
弘
安
四
年
二
月
十
八
日
少
武
經
責
が
同
献
大
宮
司
に
海
防
を
命
ぜ
る
文
書
に
「
然
宥
楯
、
石
築
地
、
上
垣
、
楯

令
用
意
之
」
、
ご
あ
り
、
醗
章
記
に
「
日
本
ノ
諸
勢
、
椰
多
、
筥
崎
、
上
下
三
十
里
ノ
海
涯
二
築
地
ヲ
高
ク
築
キ
、
此
方

○
○
○
○
○

面
々
ハ
馬
一
一
テ
馳
上
ル
隙
一
一
土
ヲ
築
キ
上
テ
、
而
二
剛
杭
、
逆
茂
木
テ
付
タ
リ
、
海
上
ヨ
リ
見
ハ
、
危
峰
ノ
江
一
一
望
ム

ヵ
如
シ
、
然
し
共
河
野
ノ
陣
一
天
海
ノ
面
、
幕
一
重
ニ
テ
、
後
二
築
地
ヲ
ツ
カ
セ
タ
リ
、
（
中
略
）
從
是
河
野
ノ
後
築

地
卜
云
付
タ
リ
」
｜
こ
見
ゆ
。
さ
れ
ば
仰
多
附
近
の
石
築
地
に
州
聯
し
た
種
々
の
武
具
を
必
要
一
こ
し
、
實
際
に
使
用
さ
れ

た
も
の
ぎ
思
ふ
が
、
諸
家
の
文
諏
及
び
季
長
の
納
詞
等
に
所
見
稀
な
や
う
で
あ
る
ｑ
上
記
術
取
状
↑
に
兇
ゆ
る
武
具
類
は

五
島
方
面
の
地
方
用
の
も
の
で
あ
っ
た
か
・
こ
思
は
れ
る
。
猫
ほ
後
日
の
研
究
に
俟
た
う
。

（
五
）
松
浦
蕊
結
束
の
動
機

松
浦
熊
の
沿
革
に
つ
い
て
は
蛙
に
考
へ
た
人
も
あ
る
。
予
も
其
の
雁
史
に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
考
へ
つ
、
あ
る
。
而

し
て
こ
ゞ
で
は
外
進
の
反
彪
こ
し
て
、
一
蹴
の
結
束
に
對
す
る
孫
府
の
誘
導
に
つ
い
て
述
べ
た
い
一
ご
思
ふ
。
新
細
追
加

式
月
を
見
る
に
特
に
鐘
四
方
伽
に
閥
す
る
も
の
が
紗
く
な
い
。
そ
し
て
弘
安
前
後
の
も
の
に
は
外
進
に
術
へ
ん
』
こ
し
た

も
の
が
可
成
あ
る
。
直
接
外
交
に
對
す
ら
も
の
（
正
安
二
、
七
、
十
、
御
教
挫
、
牒
使
來
潜
云
々
、
文
永
五
、
二
、
廿

九
、
御
数
審
、
蒙
古
叫
轆
等
）
又
文
永
前
約
十
年
正
粥
三
、
二
、
九
、
の
御
敦
諜
に
は
兵
洲
米
、
弊
川
結
番
事
、
兵
朏

事
が
見
え
、
弘
安
九
、
七
、
廿
五
、
の
令
に
「
異
剛
弊
固
ぷ
群
居
迄
程
祈
、
不
可
談
女
子
」
｝
ご
あ
り
、
女
子
の
所
髄
相

元
冠
冒
松
浦
無
一
二
九

Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
望
０
■
二
■
刊
副
Ⅱ
即
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。

’



然
尋
Ｑ
Ｌ
肥
前
松
浦
方
面
で
は
、
弘
安
前
後
の
頃
に
常
ｂ
、
御
家
人
白
魚
九
郎
入
道
行
斑
、
御
家
人
小
仙
鴛
島
等
の
地

頭
峯
源
藤
五
貞
（
平
戸
松
浦
氏
）
、
御
家
人
青
方
八
郎
入
遁
兜
性
、
川
城
三
郎
盛
良
、
奈
留
半
四
郎
、
宇
久
次
郎
競
、

の
諸
氏
そ
れ
人
、
松
浦
郡
地
方
に
割
搬
し
て
所
鋲
を
手
ひ
、
互
に
放
火
、
狼
籍
を
な
し
、
所
謂
盗
賊
悪
徒
の
所
行
を
な

あ
る
。

元
冠
さ
松
浦
職
一
三
○

（
筏
力
）

練
を
禁
じ
た
。
Ｕ
砿
安
二
、
七
，
十
、
の
御
救
悲
」
は
大
隅
Ｈ
向
胴
剛
役
所
今
津
役
演
卒
、
御
分
厭
船
事
が
あ
る
。
今
こ

・
で
特
に
注
芯
し
た
い
こ
↑
こ
は
州
進
小
爲
め
特
に
九
州
の
沿
卒
統
一
を
懸
念
せ
ら
れ
た
こ
、
ご
で
あ
る
。
則
ち
浦
極
的
に

は
所
務
、
所
恢
の
無
論
、
境
諭
等
に
擁
深
な
る
注
意
が
柳
は
れ
て
居
り
、
そ
れ
は
弘
炎
三
年
十
二
月
大
友
氏
に
下
さ
れ

た
幕
府
の
御
敏
響
一
し
守
推
地
販
御
家
人
の
不
和
を
戒
め
、
「
姉
自
身
宿
怠
、
不
願
天
下
大
難
」
も
の
一
こ
云
っ
て
ゐ
る
主

意
に
因
る
も
の
で
あ
る
。
叉
蔽
糊
的
に
は
弘
安
七
年
六
月
三
日
津
油
市
津
料
の
停
止
の
如
き
そ
れ
で
あ
る
。
（
猟
ほ
式

目
に
は
見
え
な
い
が
文
永
五
年
に
は
偲
政
等
の
事
沙
汰
有
り
一
ご
伏
敵
緬
所
收
深
心
院
州
白
記
に
見
え
、
弘
安
六
年
七
月

術
冠
の
鰯
め
求
師
守
術
武
士
の
罪
科
を
諦
さ
れ
た
こ
↓
ご
同
諜
所
收
竹
林
院
左
府
記
に
見
え
て
ゐ
る
）
就
中
盗
賊
悪
徒
の

成
敗
を
厳
し
く
し
て
ゐ
｛
ぬ
躯
を
こ
ゞ
に
述
べ
た
い
の
で
あ
る
。
尤
も
ど
れ
は
守
護
地
頭
山
本
務
で
あ
る
か
ら
雨
幽
に
限

っ
た
こ
｝
こ
‐
叉
は
弘
安
前
後
に
限
っ
た
こ
｝
こ
で
は
な
い
が
、
し
か
し
特
に
此
の
時
、
此
の
地
方
に
、
此
の
蛾
に
就
い
て

注
意
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
ト
が
親
は
れ
る
。
今
一
々
式
目
に
つ
い
て
繋
げ
る
こ
一
こ
を
略
す
。

文
永
八
年
九
月
十
三
川
阿
多
の
北
方
の
地
顕
に
下
さ
れ
た
幕
府
の
御
教
番
〕
‐
』
は
異
幽
の
防
禦
を
致
さ
し
め
、
「
且
可

旗
伽
内
之
悪
無
」
と
あ
る
。
（
島
津
剛
史
）
同
時
に
肥
後
剛
小
代
右
術
門
肘
に
下
さ
れ
し
御
教
書
に
も
同
上
の
文
句
が

１
１



此
の
文
諜
は
宰
府
守
挫
腓
か
ら
發
せ
ら
れ
た
雌
促
状
い
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
さ
う
↑
ご
す
れ
ば
禰
島
、
志
佐
氏
は
肥

前
の
守
護
代
の
如
き
地
位
に
あ
っ
た
も
の
か
、
猫
ほ
後
日
の
研
究
に
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
禰

島
氏
志
佐
氏
一
こ
な
ら
ん
で
松
浦
蕪
に
重
き
を
な
し
て
ゐ
た
こ
一
こ
が
解
せ
ら
れ
る
。
も
し
川
化
松
浦
、
平
戸
松
汕
、
大

島
、
馬
渡
の
諸
氏
ｔ
及
び
こ
ゞ
に
多
く
引
川
す
る
白
魚
、
青
方
諸
氏
の
文
耕
の
如
く
、
臓
島
、
箙
烏
識
氏
の
文
番
か
現

元
潅
さ
松
油
餓
二
三

し
、
幕
府
之
れ
が
裁
断
に
苦
し
む
事
惰
が
背
方
交
番
に
詳
ら
か
で
あ
る
。
こ
、
で
前
々
號
の
元
遥
の
無
稲
を
修
補
し
て

澄
き
た
い
事
は
、
前
稿
に
職
島
氏
の
事
古
く
も
の
に
見
え
ざ
る
や
う
に
述
べ
て
お
い
た
の
は
誤
り
で
あ
っ
た
。
青
方
文

審
の
中
に
、
平
戸
松
浦
湛
の
訴
状
一
こ
思
は
れ
る
も
の
に
、
永
久
膝
仁
年
中
、
一
時
半
戸
松
浦
氏
の
代
官
た
り
し
も
の
に

服
島
氏
あ
り
、
叉
「
肥
前
叫
御
家
人
崇
叉
五
郎
湛
與
臘
烏
源
三
浦
、
扣
諭
常
剛
宇
野
御
肘
内
小
仙
餐
鴫
地
頭
職
以
下
條

々
」
に
對
す
ら
正
元
元
年
七
月
十
六
日
附
け
の
幕
府
の
下
知
状
が
あ
る
。
以
て
叉
脳
島
氏
は
常
時
松
浦
術
瀧
の
一
波
ぐ
）

し
て
重
き
を
な
し
て
ゐ
た
こ
一
こ
が
明
瞭
で
あ
る
。
此
の
服
烏
氏
は
元
冠
戯
減
の
地
鵬
島
土
着
の
松
浦
蕪
な
る
こ
一
、
｜
勿
論

で
あ
ら
う
。
雁
島
に
臓
島
氏
あ
り
し
が
如
く
共
の
南
に
連
ろ
而
胎
に
は
嗣
烏
氏
が
ゐ
た
。
青
方
文
書
の
中
に
、

（
虫
糀
）

肥
前
國
小
価
捜
浦
部
地
頭
頁
代
畏
中
背
方
入
殖
兇
念
致
放
火
以
下
曲
事
、
軍
訴
状
如
此
．
□
ロ
ロ
剛
殿
召
文
不
参

云
々
、
所
詮
棚
尋
斑
否
、
於
蝿
念
□
口
慨
注
巾
候
、
価
執
達
如
件

壬
十
二
月
七
日
左
術
間
肘
在
判

禰
島
二
郎
入
遁
殿

志
佐
小
二
郎
殿

１

１
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元
冠
》
ご
松
浦
蝋
三
三

存
し
て
ゐ
た
な
ら
雨
氏
、
殊
に
脳
島
氏
及
び
、
雁
島
一
こ
い
ふ
島
の
當
時
の
事
情
が
詳
ら
か
一
ご
な
る
で
あ
ら
う
。
元
潅
岱

時
に
は
此
の
島
が
無
防
禦
の
僻
地
で
あ
っ
た
か
の
如
く
考
ふ
る
こ
↓
『
》
の
誤
り
な
る
こ
↓
こ
を
こ
ゞ
に
弧
調
し
て
お
き
た

い
。
而
し
て
之
等
諸
氏
は
互
に
合
從
沌
衡
し
て
攻
防
端
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
嘉
雁
二
年
十
一
月
日
青
方
八
郎
人
迩

兜
帷
の
訴
状
に
、
平
戸
の
源
滕
五
貞
が
己
が
弟
の
滕
四
郎
高
光
こ
共
謀
し
て
、
貝
俣
島
津
妨
げ
る
事
等
を
訴
へ
て
ゐ
る

如
き
は
、
其
の
什
肉
争
聞
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
元
遥
に
際
し
て
一
族
一
挨
し
て
剛
雌
に
鴬
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
此
の
外
敵
に
對
す
る
共
同
一
致
の
運
動
一
こ
幕
府
の
治
平
和
睦
の
誘
導
莱
一
こ
に
依
て
松
浦
蝋
の
一
挨
側
結
の
端
緒

が
開
か
れ
、
吉
野
時
代
に
至
っ
て
黛
内
の
歸
一
今
ぞ
見
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
其
の
蹄
一
の
沿
革
内
容
に
つ
い
て

は
他
日
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
一
こ
思
ふ
。

I


